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領域の専門知識と保育構想をつなげる授業内容の検討（2） 
～領域及び保育内容の指導法に関する科目（環境）の授業実践から～ 
Examination of the Contents of the Class that Connects the Specialized 
Knowledge of the Area and the Childcare Plan: Class Practice for 
Subjects Related to the Teaching Method of the Area and Childcare 
Content（Environment） 


















































導法」（必修科目）の受講生：2 年生（2019 年入学）42 名を対象とした。 
【実施期間】 




































表 1：「幼児と環境」「保育内容・環境の指導法」の授業概要  
 
回数 授業内容 形式 演習（体験，課題）の内容
1 保育における「環境」について：子どもにとって身近な環境とは 遠隔 育ててみたい夏野菜のアンケート
2 乳幼児の自然との関わり①：身近な自然との関わり 遠隔 季節の生き物調べ
「生物多様性」の意味を調べる
自然物を使った遊び（カラスノエンドウ）
4 保育における物的環境①：乳幼児の育ちを促す環境とは 遠隔 自分が夢中で遊んだ遊びの環境を考える
5 保育における物的環境②：保育環境をデザインする 遠隔 環境構成の意義と私の保育観について考える
6 子どもを守る安全な環境 遠隔 育てたい夏野菜を決める
7 生活に必要な数量、図形などへの関心と発達 遠隔 身の回りにある形を探す
8 乳幼児期の自然との関わり③：土づくり 対面 土に触れる・鍬などの道具を使う





12 保育における社会環境 遠隔 模擬保育の話し合い


















































（１）演習活動における ICT 器機の活用状況  
 授業で取り上げた 19 種類の演習活動（表
1）のうち Teams の基本操作（グループでの
Web 会議を除く）及び Word による文書作成を
除いた演習活動 17 種類における ICT 器機の
活用および直接体験の有無について示した
（表 2）。また、表 2 のうち「ICT+直接」に分
類された 7 種類の演習における ICT 器機を活
用した活動の具体についても示した（表 3）。 
 表 2 より、ICT 器機と直接体験を組み合わ
せた活動が最も多く行われたことが分かる。また、表 3 より ICT 器機の活用と









の 4 つを取り上げる。 
 
①自然物を使った遊び（第 3 回授業）＿Web 検索+直接体験  












表 2： ICT 器機の活用及び直接体験の有無  
表 3： ICT 器機を活用した活動の具体  
Web検索 写真撮影 Web会議 PPT 計
遠隔 1 1 0 0 2
対面 0 4 0 1 5
7計
ICTのみ ICT+直接 直接のみ 計
遠隔 5 2 0 7
対面 1 5 4 10
17計
14
②身の回りにある形さがし（第 7 回授業）＿写真撮影+直接体験  
















































































 「野菜の栽培活動を通して考えたこと・気付いたこと」について 800 字程度
（自由記述形式）でレポートを作成させた。表 4 は、学生の記述内容の特徴を整
理したものである。 







動への意欲を高めた学生 A の感想である。 














































1 おとあてっこゲーム 様々な自然物を箱に入れ、どの自然物の音かを当てるゲーム 3歳児10月
2 はっぱペタペタかんむりづくり 園庭で見つけた自然物を使ってオリジナルの冠をつくる 3歳児10月
3 手作り短冊 植物でつくった色水で七夕で使用する短冊を染める 5歳児7月
4 どんぐりころころ どんぐり転がしゲームをして遊ぶ 3歳児10月
5 松ぼっくりけん玉を作ろう 拾ってきた松ぼっくりを使ってけん玉づくり 3歳児9月
6 身近な自然で色水遊びをしよう！ 身近にある草花を集め、ビニール袋に入れ揉んで色水をつくる 4歳児7月


















 学生が ICT 器機に親しみ、保育実践への活用をイメージしながら学べる教
材の工夫について、ICT 器機の活用の面から考察する。 
 今回取り上げた授業実践では、直接体験と ICT 器機の活用の両方を取り入
れた演習活動を最も多く行った。また、課題の設定では、写真撮影、Web 検索、




























































































研究大会（2020 年 12 月 6 日オンライン開催）において発表した内容に加筆・
修正を加えたものである。 
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